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一
月
二
九
日
の
「
政
府
・
外
務
省
が
、

国
連
の
女
性
差
別
撤
廃
委
員
会
（
Ｃ
Ｅ

Ｄ
Ａ
Ｗ
）
を
、
拠
出
金
使
用
対
象
か
ら

除
外
す
る
」
と
の
ニ
ュ
ー
ス
に
は
び
っ

く
り
し
た
。
昨
年
一
〇
月
に
出
さ
れ
た

女
性
差
別
撤
廃
委
員
会
の
皇
室
典
範
に

関
す
る
勧
告
へ
の
抗
議
の
意
図
と
い

う
。

　

と
き
あ
た
か
も
ト
ラ
ン
プ
氏
が
、
不

当
に
高
い
分
担
金
を
要
求
さ
れ
て
い
る

と
し
て
Ｗ
Ｈ
Ｏ
か
ら
の
離
脱
や
、
人
道

支
援
な
ど
の
対
外
援
助
を
一
時
停
止
す

る
等
々
の
大
統
領
令
連
発
さ
な
か
。
ま

さ
か
真
似
し
た
わ
け
じ
ゃ
な
い
で
す
よ

ね
。
そ
れ
だ
と
あ
ん
ま
り
恥
ず
か
し
い

じ
ゃ
な
い
で
す
か
。

　

外
務
省
の
発
表
に
は
当
然
、
多
く
の

声
が
上
が
っ
た
。
な
か
で
未
だ
日
本
が

批
准
し
て
い
な
い
女
性
差
別
撤
廃
条
約

選
択
議
定
書
（
こ
れ
に
つ
い
て
は
本

紙
51
号
亀
永
能
布
子
さ
ん
の
記
事
を
参

照
）
の
批
准
を
求
め
る
「
女
性
差
別
撤

廃
条
約
実
現
ア
ク
シ
ョ
ン
」、「
日
本
女

性
差
別
撤
廃
条
約
Ｎ
Ｇ
Ｏ
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
」
の
二
団
体
が
政
府
・
外
務
省
に
「
Ｃ

Ｅ
Ｄ
Ａ
Ｗ
へ
の
拠
出
金
支
出
停
止
決
定

に
関
す
る
要
望
書
」
を
提
出
し
た
。
内

容
は
、
外
務
省
の
決
定
は
「
意
に
沿
わ

な
い
決
定
に
対
し
て
は
金
銭
的
報
復
を

す
る
と
い
う
、
国
連
中
心
主
義
に
反
す

る
外
交
姿
勢
を
取
る
こ
と
を
内
外
に
明

ら
か
に
す
る
も
の
」
で
あ
り
、「
こ
の

よ
う
な
〝
異
例
〟
の
決
定
が
な
ぜ
、
ど

の
よ
う
な
検
討
を
経
て
な
さ
れ
た
の

か
、
そ
れ
が
国
の
内
外
に
ど
の
よ
う
な

影
響
を
及
ぼ
す
と
外
務
省
が
認
識
し
て

い
る
の
か
」
明
ら
か
に
し
、
か
つ
「
速

や
か
に
撤
回
さ
れ
る
べ
き
」
と
い
う
も

の
。
二
団
体
は
、
こ
れ
に
対
す
る
外
務

省
の
回
答
と
市
民
へ
の
説
明
を
求
め
、

外
務
省
担
当
者
の
出
席
の
も
と
に
、
次

の
よ
う
な
集
会
を
開
く
予
定
。

〈
Ｃ
Ｅ
Ｄ
Ａ
Ｗ
拠
出
金
除
外
問
題
を
外

務
省
に
聴
く　

外
務
省
決
定
の
す
み
や

か
な
撤
回
を
！
〉

場
所　

参
議
院
議
員
会
館
講
堂

外
務
省
の
Ｃ
Ｅ
Ｄ
Ａ
Ｗ
へ
の
拠
出
金

支
出
停
止
決
定
に
抗
議
す
る
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特
集マ

イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
か
ら
考
え
る

電
子
化
の
支
配
す
る
時
代

健
康
保
険
証
の
廃
止
で
考
え
た
こ
と

　

伊
東
　
輝

　

私
は
マ
イ
ナ
カ
ー
ド
も
、
マ
イ
ナ
保

険
証
も
作
っ
て
い
な
い
。
昨
年
一
二
月

二
日
で
健
康
保
険
証
の
新
規
発
行
が
停

止
さ
れ
、
そ
の
後
は
資
格
確
認
証
が
健

康
保
険
証
と
同
様
の
役
目
を
果
た
す
と

聞
き
、
そ
の
資
格
確
認
証
の
申
請
に
つ

い
て
区
役
所
に
た
ず
ね
た
。す
る
と「
現

在
の
健
康
保
険
証
は
有
効
期
限
ま
で
使

え
ま
す
。資
格
確
認
証
は
申
請
不
要
で
、

こ
ち
ら
か
ら
送
り
ま
す
」と
の
こ
と
で
、

ホ
ッ
と
し
た
。

　

し
か
し
薬
局
で
は
毎
回
マ
イ
ナ
保
険

証
が
求
め
ら
れ
る
の
で
、
調
べ
た
。

　

一
番
気
に
な
っ
た
の
は
、「
医
療
機

関
の
窓
口
で
オ
ン
ラ
イ
ン
資
格
確
認
の

体
制
整
備
を
原
則
義
務
化
す
る
」
と
い

う
方
針
が
二
〇
二
二
年
六
月
に
閣
議
決

定
さ
れ
、
国
会
審
議
は
行
わ
れ
な
か
っ

た
、
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
こ
れ
は
憲

法
四
一
条
に
違
反
し
て
い
る
可
能
性
が

あ
る
。
他
の
こ
と
で
も
閣
議
決
定
が
多

い
と
常
々
感
じ
て
い
た
が
、
市
民
（
こ

こ
で
敢
え
て
国
民
と
せ
ず
市
民
と
す
る

の
は
、
中
長
期
滞
在
す
る
在
留
外
国
人

も
含
め
る
か
ら
で
あ
る
）
の
生
活
の
最

も
基
本
的
な
こ
と
も
知
ら
さ
れ
な
い
の

は
問
題
だ
。
国
会
審
議
が
あ
れ
ば
、
そ

れ
を
通
じ
て
健
康
保
険
証
の
新
規
発
行

停
止
等
に
つ
い
て
考
え
る
市
民
は
増
え

た
だ
ろ
う
。

　

次
に
感
じ
る
問
題
は
、
マ
イ
ナ
保
険

証
で
は
シ
ス
テ
ム
障
害
が
起
こ
っ
た
場

合
、
医
療
に
ア
ク
セ
ス
で
き
な
く
な
る

と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
銀
行
な
ど
で
シ

ス
テ
ム
障
害
が
時
々
起
き
て
い
る
が
、

な
ん
と
か
次
善
の
策
で
凌
ぐ
こ
と
は
で
き

る
。
し
か
し
保
険
証
で
そ
れ
が
起
き
た
場

合
、
医
療
に
ア
ク
セ
ス
で
き
な
く
な
る
。

　

ま
た
、
マ
イ
ナ
カ
ー
ド
を
更
新
し
忘

れ
る
と
無
保
険
の
扱
い
に
な
っ
た
り
、

情
報
変
更
が
あ
っ
た
と
き
更
新
ま
で
に

時
間
が
か
か
り
、
や
は
り
無
保
険
と
同

じ
状
態
に
な
る
、
等
の
問
題
が
あ
る
。

　

マ
イ
ナ
保
険
証
を
使
っ
て
い
る
人
は

一
八
％
（
二
〇
二
四
年
六
月
時
点
。
そ

の
後
も
大
き
な
増
加
は
な
い
よ
う
だ
）

と
い
う
。
情
報
漏
洩
の
不
安
が
最
も
多

い
理
由
だ
が
、
マ
イ
ナ
保
険
証
を
使
わ

な
い
場
合
は
登
録
を
解
除
で
き
、
資
格

確
認
証
が
発
行
さ
れ
る
と
の
こ
と
で
あ

る
。
こ
の
ま
ま
利
用
が
少
な
い
場
合
、

制
度
の
見
直
し
に
な
る
こ
と
も
考
え
ら

れ
る
。
ぜ
ひ
見
直
し
て
ほ
し
い
。

（
二
〇
二
五
年
二
月
一
日
）

日
時　

二
月
一
九
日
（
水
）
午
後
一
時

～
二
時
一
五
分 

（
一
二
時
半
よ
り
参
議

院
議
員
会
館
ロ
ビ
ー
で
通
行
証
を
配

布
）。
申
し
込
み
不
要
。
＊
オ
ン
ラ
イ

ン
で
の
開
催
は
な
い
。

　

こ
の
ほ
か
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
の

署
名
活
動
も
始
ま
っ
て
い
る
。
ぜ
ひ
抗

議
の
署
名
を
。

https://chng.it/SVM
Q

4W
8BFj 

ま
た
は
、
#
日
本
政
府
は
女
性
差
別
撤

廃
委
員
会CEDAW

に
真
摯
に
向
き

合
っ
て
く
だ
さ
い
！　

で
検
索
。

　

次
々
に
疑
問
が
湧
い
て
く
る
こ
の
制
度
に
つ
い
て
話
し
合
う
中
で
、
私

た
ち
は
二
つ
の
優
れ
た
論
考
に
出
合
い
ま
し
た
。渡
辺
眞
知
子
さ
ん
の「
崩

壊
す
る
国
民
皆
保
険
制
度
」
と
、
小
笠
原
み
ど
り
さ
ん
の
「
同
意
を
強
制

す
る
デ
ジ
タ
ル
監
視
社
会
～
『
マ
イ
ナ
保
険
証
』
は
国
民
Ｉ
Ｄ
カ
ー
ド
～
」

で
す
。
お
二
人
と
版
元
か
ら
、
転
載
の
ご
快
諾
が
得
ら
れ
た
の
で
、
こ
こ

に
紹
介
し
ま
す
。
あ
わ
せ
て
私
た
ち
の
意
見
な
ど
も
一
言
載
せ
ま
し
た
。

皆
さ
ん
か
ら
も
ぜ
ひ
ご
意
見
を
お
寄
せ
下
さ
い
。
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紙
の
保
険
証
を
復
活
せ
よ

村
山
千
津
子

　

マ
イ
ナ
保
険
証
。
実
に
腹
立
た
し

い
。
高
齢
に
な
れ
ば
な
る
ほ
ど
医
療
に

か
か
ら
ざ
る
を
得
な
く
な
る
の
に
、
こ

れ
ま
で
の
健
康
保
険
証
が
使
え
な
く
な

る
と
い
う
の
は
国
民
皆
保
険
制
度
を
揺

る
が
す
大
問
題
で
あ
る
。
昨
年
の
衆
院

選
の
一
大
テ
ー
マ
と
な
る
べ
き
だ
っ
た

の
に
、
大
き
な
反
対
運
動
と
は
な
ら

ず
、
結
局
昨
年
一
二
月
に
廃
止
さ
れ
て

し
ま
っ
た
。
現
在
の
保
険
証
を
継
続
で

き
る
選
択
肢
（
資
格
確
認
書
）
も
あ
る

の
に
公
に
は
示
さ
れ
ず
、
マ
イ
ナ
カ
ー

ド
を
持
た
な
い
と
医
者
に
か
か
れ
な
い

と
意
図
的
に
勘
違
い
さ
せ
て
、
誘
導
し

た
。〝
任
意
〟
で
あ
る
は
ず
の
マ
イ
ナ

カ
ー
ド
が
強
制
と
な
っ
た
。
様
々
な
個

人
情
報
が
紐
づ
け
さ
れ
て
い
る
危
険
性

か
ら
作
る
こ
と
を
た
め
ら
う
人
が
多
い

マ
イ
ナ
カ
ー
ド
。
普
及
が
進
ま
な
い
こ

と
に
頭
を
悩
ま
せ
た
政
府
は
マ
イ
ナ
ポ

イ
ン
ト
と
い
う
〝
ア
メ
〟
を
使
っ
て
き

た
が
、
今
度
は
医
療
と
一
体
化
す
る
と

い
う
〝
ム
チ
〟
の
政
策
に
出
た
。
河
野

デ
ジ
タ
ル
大
臣
（
二
〇
二
二
年
当
時
）

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
は
要
ら
な
い

坂
元
良
江

　

近
く
の
個
人
医
院
に
時
々
通
っ
て
い

る
。受
付
で
必
ず「
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー

ド
を
出
し
て
く
だ
さ
い
」と
言
わ
れ
る
。

「
あ
り
ま
せ
ん
」
と
答
え
て
保
険
証
を

出
す
。次
回
持
っ
て
来
て
く
だ
さ
い
と
、

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
取
得
の
方
法
が

書
か
れ
て
い
る
紙
を
渡
さ
れ
る
。
待
合

室
に
座
る
と
目
の
前
に
は
厚
生
労
働
省

の
大
き
な
ポ
ス
タ
ー
が
一
二
月
二
日
か

ら
従
来
の
健
康
保
険
証
の
新
規
発
行
は

終
了
し
ま
す
と
迫
る
。

　

日
本
中
の
医
療
機
関
で
こ
の
よ
う
な

プ
レ
ッ
シ
ャ
ー
を
患
者
に
与
え
て
マ
イ

ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
取
得
を
迫
っ
て
い

る
の
だ
。
健
康
保
険
証
は
資
格
確
認
書

が
も
ら
え
る
こ
と
は
ほ
と
ん
ど
Ｐ
Ｒ
さ

崩
壊
す
る
国
民
皆
保
険
制
度

　

渡
辺
眞
知
子

（
カ
ン
バ
ー
ラ
ン
ド
長
老
キ
リ
ス
ト
教
会
　
海
老
名
シ
オ
ン
の
丘
教
会
員
）

ヤ
ス
ク
ニ
通
信 N

o.297

よ
り
転
載

　

二
〇
二
三
年
六
月
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
法

等
の
一
部
改
正
法
案
が
可
決
、
成
立

し
、
国
民
皆
保
険
制
度
の
も
と
で
発

行
・
交
付
が
義
務
付
け
ら
れ
て
い
る
健

康
保
険
証
は
、
任
意
取
得
の
マ
イ
ナ

ン
バ
ー
カ
ー
ド
（
以
下
マ
イ
ナ
カ
ー

ド
）と
一
体
化
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。

二
〇
二
四
年
一
二
月
二
日
か
ら
は
現
行

保
険
証
の
新
規
発
行
が
停
止
さ
れ
、
マ

イ
ナ
カ
ー
ド
を
持
た
な
い
被
保
険
者
に

は
、
資
格
確
認
書
が
発
行
さ
れ
る
。
資

格
確
認
書
の
有
効
期
限
は
保
険
者
に

よ
っ
て
一
年
か
ら
五
年
と
異
な
る
が
、

当
面
職
権
に
よ
り
交
付
さ
れ
る
。

　

マ
イ
ナ
カ
ー
ド
の
有
効
期
限
は
一
〇

回
目
の
誕
生
日（
未
成
年
者
は
五
回
目
）

ま
で
だ
が
、
カ
ー
ド
に
付
い
て
い
る
Ｉ

Ｃ
チ
ッ
プ
の
電
子
証
明
書
の
有
効
期
限

は
年
齢
を
問
わ
ず
五
回
目
の
誕
生
日
ま

で
で
、
共
に
自
治
体
に
出
向
い
て
の
更

新
手
続
き
が
必
須
で
あ
る
。
手
続
き
を

怠
れ
ば
保
険
証
と
し
て
の
利
用
が
で
き

れ
な
い
か
ら
保
険
証
が
な
け
れ

ば
大
変
だ
！
と
い
う
こ
と
に
な

る
だ
ろ
う
。
二
万
円
支
給
で

釣
っ
た
次
は
保
険
証
が
な
く
な

る
と
脅
し
で
迫
る
。
ひ
ど
い
や

り
方
だ
。だ
ま
さ
れ
ず
、プ
レ
ッ

シ
ャ
ー
に
負
け
な
い
で
マ
イ
ナ

ン
バ
ー
カ
ー
ド
は
持
た
な
い
こ

と
を
貫
こ
う
と
思
っ
て
い
る
。

は
会
議
で
、
マ
イ
ナ
保
険
証
を
カ
ー
ド

普
及
の
「
切
り
札
」
と
述
べ
て
い
た
と

い
う
。
情
報
漏
洩
や
な
り
す
ま
し
、
詐

欺
に
見
舞
わ
れ
る
の
は
高
齢
者
や
弱
者

だ
。
今
か
ら
で
も
遅
く
は
な
い
。
紙
の

保
険
証
を
取
り
戻
そ
う
。
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ず
「
無
保
険
」
状
態
に
な
り
、
国
民
皆

保
険
制
度
は
脅
か
さ
れ
、
国
民
の
生
存

権
（
憲
法
二
五
条
）
は
棄
損
さ
れ
る
。

　

マ
イ
ナ
カ
ー
ド
に
保
険
証
機
能
を
ひ

も
付
け
た
マ
イ
ナ
保
険
証
の
利
用
登
録

者
は
、
二
万
ポ
イ
ン
ト
付
与
の
キ
ャ
ン

ペ
ー
ン
効
果
も
あ
り
二
〇
二
四
年
一
一

月
末
で
七
、八
七
四
万
人
、マ
イ
ナ
カ
ー

ド
保
有
者
の
八
二
・
六
％
と
な
っ
た
。

が
、
こ
の
間
深
刻
な
ト
ラ
ブ
ル
が
続
出

し
、
ず
さ
ん
な
個
人
情
報
管
理
が
明
ら

か
に
な
っ
た
こ
と
に
よ
り
、
マ
イ
ナ
保

険
証
の
利
用
率
は
二
〇
二
四
年
一
一
月

時
点
で
一
八
・
五
二
％
と
低
迷
し
て
い

る
。

発
生
し
続
け
る
ト
ラ
ブ
ル

　

氏
名
表
記
を
誤
る
と
い
う
今
回
の
深

刻
な
ト
ラ
ブ
ル
は
単
な
る
人
為
的
ミ
ス

で
は
な
く
、
制
度
ご
と
に
異
な
る
個
人

を
特
定
す
る
仕
組
み
を
、
そ
の
ま
ま
強

引
に
マ
イ
ナ
カ
ー
ド
に
紐
付
け
た
こ
と

に
よ
り
起
こ
っ
た
。
銀
行
口
座
の
「
氏

名
」
は
「
カ
タ
カ
ナ
」
表
記
で
、
マ
イ

ナ
ン
バ
ー
に
登
録
さ
れ
て
い
る
氏
名
は

「
漢
字
」
の
み
、
戸
籍
は
漢
字
表
記
で

読
み
仮
名
が
な
い
。
住
民
票
を
編
成
し

た
住
民
基
本
台
帳
の
氏
名
表
記
は
自
治

体
に
よ
っ
て
異
な
り
、
フ
リ
ガ
ナ
が
あ

る
と
は
限
ら
な
い
、
等
々
で
あ
る
。

　

政
府
は
急
き
ょ
戸
籍
法
を
改
正
し
、

こ
れ
ま
で
記
載
が
な
か
っ
た
氏
名
の

「
読
み
仮
名
」
を
必
須
と
し
た
。
改
正

戸
籍
法
は
二
〇
二
五
年
五
月
に
施
行
さ

れ
、
全
国
民
が
施
行
後
一
年
以
内
に
、

氏
名
の
「
読
み
カ
ナ
」
を
本
籍
地
の
市

区
町
村
に
申
請
す
る
必
要
が
あ
る
。
一

年
以
内
に
届
け
出
が
な
け
れ
ば
、
読
み

カ
ナ
は
職
権
で
記
載
さ
れ
る
。
山
崎
は

「
ヤ
マ
ザ
キ
」「
ヤ
マ
サ
キ
」、
小
山
は

「
コ
ヤ
マ
」「
オ
ヤ
マ
」
の
読
み
が
あ
る

よ
う
に
職
権
で
ど
こ
ま
で
正
確
に
記
載

で
き
る
の
か
、
作
業
は
膨
大
で
あ
り
正

確
さ
は
担
保
さ
れ
て
い
な
い
。

　

政
府
は
ト
ラ
ブ
ル
の
総
点
検
を
す
る

と
言
う
が
、
そ
れ
ぞ
れ
の
仕
組
み
を
変

更
せ
ず
総
点
検
を
し
た
と
こ
ろ
で
、
ト

ラ
ブ
ル
は
発
生
し
続
け
る
。
発
行
数

八
千
万
を
超
え
る
マ
イ
ナ
カ
ー
ド
の

二
九
分
野
に
わ
た
る
点
検
作
業
は
自
治

体
に
過
大
な
負
担
を
強
い
て
い
る
。

マ
イ
ナ
カ
ー
ド
を
事
実
上
義
務
化
し
、

国
民
の
一
元
管
理
・
活
用
を
可
能
に

　
「
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
」
の
ル
ー
ツ
で
あ

る
「
国
民
総
背
番
号
制
」（
一
九
六
〇

年
代
後
半
～
）
は
、
一
九
八
八
年
に
頓

挫
し
、
二
〇
〇
二
年
開
始
の
住
基
ネ
ッ

ト
は
、
住
民
票
コ
ー
ド
を
付
番
す
る

市
区
町
村
が
次
々
に
離
脱
し
た
た
め

二
〇
一
五
年
に
新
規
カ
ー
ド
発
行
が
停

止
さ
れ
て
い
る
。

　

国
が
個
人
番
号
を
付
番
し
、
地
方
自

治
体
の
判
断
で
シ
ス
テ
ム
か
ら
離
脱
で

き
な
い
よ
う
に
し
た
の
が
マ
イ
ナ
ン

バ
ー
制
度
で
あ
る
。
健
康
保
険
証
と
マ

イ
ナ
カ
ー
ド
の
一
体
化
に
よ
り
、
任
意

取
得
の
マ
イ
ナ
カ
ー
ド
は
事
実
上
義
務

化
さ
れ
、「
デ
ジ
タ
ル
改
革
関
連
法
」

（
二
〇
二
一
年
五
月
）
が
進
め
る
全
国

民
の
個
人
情
報
の
一
元
管
理
と
、
個
人

デ
ー
タ
を
政
府
が
自
由
に
利
活
用
で
き

る
体
制
が
整
え
ら
れ
た
。

　

マ
イ
ナ
カ
ー
ド
の
よ
う
な
国
民
Ｉ

Ｄ
（
身
分
証
明
書
）
と
健
康
保
険
証
を

一
体
化
し
て
い
る
国
は
、
先
進
七
カ

国
（
Ｇ
７
）
の
中
で
は
日
本
だ
け
で
あ

り
、
世
界
で
は
共
通
番
号
か
ら
分
野
別

番
号
へ
の
移
行
が
主
流
で
あ
る
。
米
国

で
は
社
会
保
障
番
号
（SSN

：Social 
Security N

um
ber

）
で
の
な
り
す
ま

し
等
の
被
害
が
深
刻
化
し
、
国
防
総
省

は
二
〇
一
二
年
に
国
家
安
全
保
障
対
策

上
の
リ
ス
ク
回
避
の
た
め
Ｓ
Ｓ
Ｎ
か
ら

離
脱
し
、
独
自
の
分
野
別
番
号
へ
の
一

斉
転
換
・
利
用
に
踏
み
切
っ
た
。
ま
た

独
、
仏
で
は
行
政
分
野
ご
と
に
異
な
る

番
号
を
用
い
て
行
政
事
務
が
行
わ
れ
て

い
る
。（
１
）

財
界
の
強
力
な
推
進
を
背
景
に
置
き
去

り
に
さ
れ
る
弱
者

　

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
制
度
を
強
力
に
推
進

し
て
き
た
の
は
財
界
で
あ
る
。
マ
イ

ナ
カ
ー
ド
に
は
一
二
桁
の
マ
イ
ナ
ン

バ
ー
（
個
人
番
号
）
と
は
別
に
、
カ
ー

ド
裏
面
の
Ｉ
Ｃ
チ
ッ
プ
に
搭
載
さ
れ
た

電
子
証
明
書
の
シ
リ
ア
ル
番
号
が
存
在

す
る
。
こ
の
シ
リ
ア
ル
番
号
は
マ
イ
ナ

ン
バ
ー
と
同
じ
よ
う
に
個
人
を
特
定
で

き
る
が
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
の
よ
う
に
厳

し
い
利
用
制
限
は
な
く
民
間
企
業
に
も
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開
放
さ
れ
て
い
る
。
大
手
メ
デ
ィ
ア
が

保
険
証
廃
止
に
つ
い
て
「
い
っ
た
ん
立

ち
止
ま
れ
」
と
報
道
す
る
中
、
経
済
同

友
会
代
表
幹
事
は
当
時
の
岸
田
首
相

に
「
健
康
保
険
証
廃
止
の
期
日
を
守

れ
」
と
要
求
し
た
。
医
療
ビ
ッ
グ
デ
ー

タ
の
利
活
用
は
世
界
中
で
進
め
ら
れ
て

お
り
、
経
産
省
の
調
査
報
告
書
（
２
）
に

よ
れ
ば
、
デ
ジ
タ
ル
ヘ
ル
ス
ケ
ア
に

お
け
る
市
場
規
模
は
二
〇
一
六
年
で

約
二
五
兆
円
、
二
〇
二
五
年
に
は
約

三
三
兆
円
に
な
る
と
推
計
さ
れ
て
い

る
。

　

高
齢
者
や
障
害
を
持
つ
人
等
マ
イ
ナ

カ
ー
ド
の
取
得
や
管
理
が
難
し
い
人
へ

の
対
処
方
法
は
、
未
だ
に
示
さ
れ
て
い

な
い
。マ
イ
ナ
保
険
証
の
本
人
確
認
は
、

「
暗
証
番
号
」
又
は
「
顔
認
証
」
で
行

わ
れ
る
が
、
視
覚
障
害
を
持
つ
人
は
、

顔
認
証
は
で
き
ず
暗
証
番
号
の
入
力
は

困
難
で
あ
る
。
施
設
で
暮
ら
す
人
の
健

康
保
険
証
は
施
設
側
で
一
元
管
理
さ
れ

る
こ
と
が
多
い
が
、
マ
イ
ナ
保
険
証
は

情
報
漏
洩
等
の
リ
ス
ク
が
あ
り
施
設
側

も
二
の
足
を
踏
ん
で
い
る
。

　

ま
た
、
一
年
以
上
保
険
料
を
未
納

し
た
場
合
に
発
行
さ
れ
る
短
期
保
険

証
は
廃
止
さ
れ
、
保
険
料
未
納
者
が

三
カ
月
間
だ
け
三
割
負
担
で
医
療
を

受
け
る
こ
と
は
で
き
な
く
な
っ
た
。

二
〇
二
三
年
度
の
短
期
保
険
証
利
用
者

は
三
七
・
八
万
世
帯
で
、
今
後
こ
れ
ら

の
人
々
の
医
療
へ
の
ア
ク
セ
ス
は
困
難

を
極
め
る
。
加
え
て
健
康
保
険
証
の
代

わ
り
に
な
る
資
格
確
認
書
が
い
つ
ま
で

発
行
さ
れ
る
の
か
は
不
透
明
で
、
不
安

は
払
拭
で
き
て
い
な
い
。

個
人
情
報
保
護
法
の
な
い
日
本
で

　

昨
年
一
二
月
、
政
府
は
医
療
や
金
融

等
幅
広
い
分
野
で
の
個
人
情
報
の
利
用

拡
大
を
議
論
す
る
「
デ
ー
タ
利
活
用
制

度
・
シ
ス
テ
ム
検
討
会
」
の
初
会
合
を

開
い
た
。Ｅ
Ｕ
の
個
人
情
報
保
護
法（
Ｇ

Ｄ
Ｐ
Ｒ
）
の
よ
う
に
、
個
人
が
特
定
さ

れ
な
い
権
利
を
明
記
し
た
個
人
情
報
保

護
制
度
の
な
い
日
本
で
は
、
個
人
情
報

が
企
業
の
儲
け
に
使
わ
れ
る
可
能
性
は

払
拭
で
き
な
い
。

　

強
引
な
マ
イ
ナ
保
険
証
推
進
政
策
に

よ
り
国
民
の
健
康
と
命
が
犠
牲
に
な
る

こ
と
な
く
、
世
界
に
誇
る
国
民
皆
保
険

制
度
が
存
続
し
て
い
く
よ
う
に
と
、
私

は
祈
り
続
け
る
。

注（
１
）「
諸
外
国
に
お
け
る
共
通
番
号
制
度

を
活
用
し
た
行
政
手
続
の
ワ
ン
ス
オ
ン

リ
ー
に
関
す
る
取
組
等
の
調
査
研
究
」
報

告
書
（
概
要
版
）
二
〇
二
二
年
五
月　

ア

ク
セ
ン
チ
ュ
ア
株
式
会
社

https://w
w

w
.digital.go.jp/assets/

contents/node/basic_page/field_
ref_resources/f8a3c045-6c82-
4

ab
f-b

0
b

f-cf1
8

b
d

b
7

9
c3

8
/

bd85d67f/20220512_policies_
m

ynum
ber_sum

m
ary_01.pdf

（
２
）
第
一
回
新
事
業
創
出
Ｗ
Ｇ
事
務
局

説
明
資
料　

二
〇
二
一
年
一
月
二
九
日　

（
経
済
産
業
省 

商
務
・
サ
ー
ビ
ス
グ
ル
ー

プ　

ヘ
ル
ス
ケ
ア
産
業
課
）　

https://w
w

w
.m

eti.go.jp/shingikai/
m

ono_info_service/kenko_iryo/
shin_jigyo/pdf/001_03_00.pd

＊
ヤ
ス
ク
ニ
通
信　

靖
国
神
社
国
営
化
反

対
福
音
主
義
キ
リ
ス
ト
者
の
集
い 

発
行

『
一
票
で
変
え
る
女
た
ち
の
会
』
か
わ
ら
ば
ん

★
印
刷
版
を
ご
希
望
の
方
は
左
記
Ｆ
Ａ

Ｘ
、
メ
ー
ル
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
問
合
せ

欄
か
ら
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

★
投
稿
大
歓
迎
！　

　
本
や
映
画
の
紹
介
、
地
域
で
の
活
動
報
告
、

選
挙
や
地
域
の
政
治
の
動
き
、情
報
、ご
意
見
、

な
ん
で
も
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

宛
先

Em
ail

：1pyodekaeru@
gm

ail.com

郵
便
：
〒162-0823　

東
京
都
新
宿
区
神
楽
河
岸
１
の
１

東
京
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
・
市
民
活
動
セ
ン

タ
ー　
メ
ー
ル
ボ
ッ
ク
ス

No.  

45

FAX

：03-5684-1412
H

P: https://1pyo-de-kaeru.com

★
カ
ン
パ
の
お
願
い

私
た
ち
の
活
動
に
賛
同
す
る
皆
さ
ん
、
ぜ
ひ

カ
ン
パ
を
！

郵
便
振
替
口
座
：

記
号
番
号　

00110-6-420003

口
座
名
称　
一
票
で
変
え
る
女
た
ち
の
会　

イ
ッ
ピ
ョ
ウ
デ
カ
エ
ル
オ
ン
ナ
タ
チ
ノ
カ
イ

銀
行
等
か
ら
振
り
込
む
場
合
：

店
名（
店
番
）　
〇
一
九（
ゼ
ロ
イ
チ
キ
ュ
ウ
）

店　
（019

）

預
金
種
目　
当
座

口
座
番
号　

0420003

戦争
しな
い
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い
ま
「
共
通
番
号
（
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
） 

制
度
」
と
呼
ば
れ
て
い
る
も
の
の
源
流

が
、
さ
か
の
ぼ
る
こ
と
一
九
六
〇
年
代

に
提
唱
さ
れ
た
「
国
民
総
背
番
号
制
」

に
あ
る
こ
と
を
知
る
人
は
多
い
だ
ろ

う
。
国
民
総
背
番
号
制
の
代
表
的
な
提

唱
者
は
、
の
ち
に
外
相
や
衆
議
院
憲
法

調
査
会
の
会
長
を
務
め
た
自
民
党
議
員

の
中
山
太
郎
氏
（l924~2023

） 

。
中
山

氏
は
一
九
七
〇
年
に『
一
億
総
背
番
号
』

（
発
行
・
日
本
生
産
性
本
部
） 

を
著
し
、
総

背
番
号
制
に
よ
っ
て
人
々
が
危
険
か
ら

守
ら
れ
る
理
想
郷
を
描
い
て
み
せ
た
。

自
動
操
縦
の
車
に
乗
っ
て
高
速
道
路
を

移
動
中
の
Ｎ
氏
（
中
山
氏
だ
ろ
う
か
）
は

交
通
事
故
に
遭
う
が
、
自
動
運
転
車
が

Ｓ
Ｏ
Ｓ
電
波
を
発
信
し
て
三
〇
秒
以
内

に
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
で
救
助
、
携
帯
し
て

い
た
Ｉ
Ｄ
カ
ー
ド
に
よ
っ
て
血
液
型
や

住
所
が
素
早
く
確
認
さ
れ
、
病
院
で
適

切
な
処
置
を
受
け
て
Ｎ
氏
の
い
の
ち
は

救
わ
れ
る
。
事
故
は
警
察
や
保
険
会
社

に
も
自
動
的
に
通
知
さ
れ
、
す
べ
て
が

円
滑
に
処
理
さ
れ
る
。

　

こ
れ
に
似
た
構
想
は
、
総
背
番
号
制

の
推
進
過
程
で
繰
り
返
し
語
ら
れ
、
逆

に
Ｓ
Ｆ
小
説
の
世
界
で
は
科
学
技
術

ユ
ー
ト
ピ
ア
の
裏
側
で
同
時
進
行
す
る

デ
ィ
ス
ト
ピ
ア
が
数
多
く
描
か
れ
て
き

た
。
だ
が
、
中
山
氏
が
大
阪
出
身
で
医

師
で
も
あ
っ
た
こ
と
は
、
こ
の
論
考
を

貴
誌
〔
大
阪
保
険
医
雑
誌
〕
に
寄
稿
す
る

上
で
、
私
に
と
っ
て
す
こ
ぶ
る
興
味
深

い
。
そ
し
て
、
政
府
が
マ
イ
ナ
ン
バ
ー

カ
ー
ド
の
事
実
上
の
強
制
を
、
多
く
の

人
の
命
綱
で
あ
る
保
険
証
か
ら
始
め
る

こ
と
も
、
偶
然
で
は
な
い
。

　

技
術
は
、
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
は
、
Ｉ

Ｄ
カ
ー
ド
は
、
人
の
い
の
ち
を
守
れ
る

の
だ
ろ
う
か
。も
し
そ
う
だ
と
し
た
ら
、

万
能
で
は
な
い
に
せ
よ
、
な
ぜ
安
定
的

に
機
能
し
て
き
た
保
険
証
制
度
を
わ
ざ

わ
ざ
壊
し
て
ま
で
、
政
府
は
人
々
に
マ

イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
を
持
た
せ
よ
う
と

す
る
の
だ
ろ
う
か
。
本
当
に
必
要
と
さ

れ
て
い
る
な
ら
、
カ
ー
ド
は
自
然
に
普

及
し
た
は
ず
だ
。
が
、
そ
う
は
な
ら
な

か
っ
た
。

　

こ
の
論
考
で
は
、
国
民
総
背
番
号
制

と
い
う
古
く
て
長
い
夢
の
途
中
に
、
任

意
か
ら
強
制
へ
と
舵
を
切
っ
た
政
府
の

国
民
Ｉ
Ｄ
カ
ー
ド
構
想
の
歴
史
を
振
り

返
り
な
が
ら
、
監
視
と
い
う
視
点
か
ら

Ｉ
Ｄ
カ
ー
ド
が
持
つ
識
別
、振
り
分
け
、

そ
し
て
私
生
活
へ
の
介
入
と
い
う
機
能

を
解
き
明
か
す
。
表
向
き
は
個
人
の
任

意
と
言
い
な
が
ら
、
実
際
に
は
同
意
を

強
制
す
る
政
治
手
法
に
注
意
を
促
し
た

い
。

任
意
で
失
敗
し
た
Ｉ
Ｄ
カ
ー
ド
事
業

　

国
民
総
背
番
号
制
が
政
財
界
で
提
唱

さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
一
九
六
〇
年
代

は
、
大
量
の
情
報
を
処
理
で
き
る
電
算

機
が
日
本
に
導
入
さ
れ
た
時
期
で
、
紙

で
は
で
き
な
か
っ
た
個
人
情
報
の
収

集
、
蓄
積
、
利
用
、
ひ
も
付
け
が
可
能

＊
社
会
学
者
、
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
。
朝
日
新

聞
記
者
と
し
て
デ
ジ
タ
ル
監
視
に
つ
い
て
の

報
道
を
牽
引
し
、
カ
ナ
ダ
・
ク
イ
ー
ン
ズ
大

学
で
社
会
学
博
士
号
を
取
得
。
二
〇
一
六 

年
、
米
国
の
世
界
監
視
シ
ス
テ
ム
を
告
発
し

た
エ
ド
ワ
ー
ド
・
ス
ノ
ー
デ
ン
に
、
日
本

人
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
と
し
て
初
の
イ
ン
タ

ビ
ュ
ー
。
オ
タ
ワ
大
学
特
別
研
究
員
を
経
て
、

現
職
。
著
書
に
『
共
通
番
号
制
な
ん
て
い
ら

な
い
!
』（
白
石
孝
と
の
共
著
、航
思
社
）『
ス

ノ
ー
デ
ン
・
フ
ァ
イ
ル
徹
底
検
証
』（
毎
日

新
聞
出
版
）
な
ど
。
朝
日
新
聞G

LO
BE+

で
「
デ
ー
タ
と
監
視
と
私
」、N

PJ

（N
ew

s 
for the People in Japan 

憲
法
・
人
権 

関
連
ニ
ュ
ー
ス
）
で
「
ビ
ー
バ
ー
テ
ー
ル
通

信
：
カ
ナ
ダ
か
ら
考
え
る
日
本
と
世
界
」
を

連
載
。

同
意
を
強
制
す
る
デ
ジ
タ
ル
監
視
社
会

 
 

—

「
マ
イ
ナ
保
険
証
」
は
国
民
Ｉ
Ｄ
カ
ー
ド

小
笠
原
み
ど
り*

（
カ
ナ
ダ
・
ヴ
ィ
ク
ト
リ
ア
大
学
教
員
）

『
大
阪
保
険
医
雑
誌
』 

二
〇
二
四
年
一
〇
月
号
よ
り
転
載
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に
な
っ
た
。
そ
の
情
報
処
理
能
力
を
利

用
し
て
、
政
府
や
企
業
は
そ
れ
ま
で
で

き
な
か
っ
た
人
間
の
管
理
を
実
現
し
よ

う
と
し
た
。だ
が
、新
し
い
技
術
は
人
々

の
警
戒
心
も
生
ん
だ
。
当
時
の
行
政
管

理
庁
は
、
パ
ス
ポ
ー
ト
や
年
金
、
運
転

免
許
証
な
ど
各
省
庁
の
持
つ
個
人
情
報

を
「
統
一
個
人
コ
ー
ド
」
に
ま
と
め
る

計
画
を
発
表
し
た
が
、
人
々
の
生
活
が

政
府
か
ら
丸
見
え
に
な
る
可
能
性
に
、

労
働
組
合
や
世
論
が
反
発
し
て
つ
い
え

た
。

　

一
九
八
〇
年
代
か
ら
九
〇
年
代
に
か

け
て
、
政
府
は
今
度
は
全
国
各
地
の
自

治
体
で
Ｉ
Ｄ
カ
ー
ド
事
業
の
実
験
を
始

め
た
。
磁
気
テ
ー
プ
や
Ｉ
Ｃ
チ
ッ
プ
を

組
み
込
ん
だ
カ
ー
ド
を
住
民
に
配
布

し
、
ど
ん
な
用
途
な
ら
普
及
す
る
か
を

探
っ
た
。
だ
が
、
試
み
は
ほ
と
ん
ど
挫

折
し
た
。

　

私
が
取
材
し
た
島
根
県
出
雲
市
は

一
九
九
一
年
か
ら
、「
現
代
の
お
守
り

札
」
と
銘
打
っ
て
「
福
祉
カ
ー
ド
」
を

六
五
歳
以
上
の
市
民
に
発
行
し
、
緊
急

連
絡
先
や
副
作
用
歴
を
Ｉ
Ｃ
チ
ッ
プ
に

書
き
込
み
、
医
療
機
関
が
情
報
を
共
有

で
き
る
よ
う
に
し
た
。
だ
が
、
既
往

症
を
知
ら
れ
た
く
な
い
と
い
う
患
者

や
、
入
力
し
な
い
医
師
が
相
次
い
で

七
、七
〇
〇
人
に
発
行
さ
れ
た
カ
ー
ド

は
九
七
年
に
廃
止
。
六
年
間
に
、
救
急

医
療
に
役
立
っ
た
ケ
ー
ス
は
一
件
だ
け

だ
っ
た
。
他
の
自
治
体
で
も
、
国
か
ら

の
補
助
金
が
切
れ
る
と
同
時
に
カ
ー
ド

は
姿
を
消
し
た
。

　

け
れ
ど
、
私
は
カ
ー
ド
を
熱
心
に
推

進
し
て
い
た
出
雲
市
議
が
語
っ
た
言
葉

が
忘
れ
ら
れ
な
い
。「
カ
ー
ド
は
身
分

証
の
よ
う
に
全
員
に
持
た
せ
な
け
れ
ば

成
功
し
な
い
。
だ
が
市
町
村
に
は
強
制

力
が
な
い
。
国
が
カ
ー
ド
を
出
せ
ば
、

い
ず
れ
は
携
帯
義
務
に
つ
な
が
る
と
期

待
し
て
い
る
」

識
別
・
振
り
分
け
・
介
入

　

民
主
主
義
を
標
榜
す
る
国
で
、
国
民

に
Ｉ
Ｄ
カ
ー
ド
の
常
時
携
帯
を
義
務
付

け
る
こ
と
は
余
程
の
理
由
が
な
い
限
り

受
け
入
れ
ら
れ
な
い
。
Ｉ
Ｄ
カ
ー
ド
の

常
時
携
帯
は
、
国
家
が
人
々
を
監
視
す

る
手
段
そ
の
も
の
だ
か
ら
だ
。な
ぜ
か
。

　

Ｉ
Ｄ
は
英
語
のidentification 

の

省
略
形
で
、
識
別
を
意
味
す
る
。
識
別

と
は
個
人
を
特
定
す
る
こ
と
だ
が
、
日

本
で
よ
く
言
う
「
本
人
確
認
」
以
上
の

意
味
を
持
っ
て
い
る
。
個
人
を
特
定
す

る
に
は
、
本
人
と
そ
れ
以
外
の
人
々
を

分
け
る
た
め
に
、
氏
名
、
住
所
、
性
別
、

生
年
月
日
、
電
話
番
号
、
場
合
に
よ
っ

て
は
職
業
、学
歴
、病
歴
、収
入
、写
真
、

身
長
・
体
重
と
い
っ
た
個
人
情
報
が
収

集
さ
れ
る
。
こ
う
し
た
情
報
が
、
そ
の

人
物
が
誰
で
あ
っ
て
、
誰
で
な
い
の
か

を
指
し
示
す
。
厳
密
に
「
本
人
確
認
」

す
る
に
は
、
こ
う
し
た
情
報
を
予
め
登

録
し
、
登
録
さ
れ
た
個
人
情
報
（
自
治

体
な
ら
住
民
票
） 

と
照
合
す
る
必
要
が
あ

る
。つ
ま
り
、識
別
は
登
録（
デ
ー
タ
ベ
ー

ス
）と
照
合（
カ
ー
ド
）の
二
段
階
に
よ
っ

て
構
成
さ
れ
て
い
る
。

　

次
に
、
収
集
さ
れ
た
個
人
情
報
は
、

そ
の
人
物
が
ど
う
い
う
人
間
な
の
か
を

も
指
し
示
す
。
女
な
の
か
男
な
の
か
、

若
い
の
か
年
寄
り
な
の
か
、
金
持
ち
な

の
か
貧
乏
な
の
か
、
健
康
な
の
か
不
健

康
な
の
か
断
片
的
な
情
報
に
基
づ
い

て
、
人
々
は
様
々
な
ふ
る
い
に
か
け
ら

れ
る
。
こ
れ
が
振
り
分
け
だ
（
１
）。
社

会
的
な
振
り
分
け
は
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
が
普
及
し
た
現
代
で
急
速
に
範
囲
を

広
げ
て
い
る
。
典
型
的
な
の
は
、
グ
ー

グ
ル
、
ア
ッ
プ
ル
な
ど
の
ネ
ッ
ト
会
社

が
、
あ
な
た
が
検
索
し
た
用
語
や
閲
覧

し
た
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
の
デ
ー
タ
を
分
析

し
て
、
興
味
関
心
が
あ
り
そ
う
な
商
品

や
サ
ー
ビ
ス
の
広
告
を
あ
な
た
の
携
帯

電
話
や
パ
ソ
コ
ン
の
画
面
に
送
り
つ
け

る
。
他
の
人
も
同
じ
広
告
を
受
け
取
っ

て
い
る
わ
け
で
は
な
く
て
、
個
人
情
報

の
振
り
分
け
に
よ
っ
て
売
り
込
み
の
標

的
に
さ
れ
て
い
る
の
だ
。
い
わ
ゆ
る

ビ
ッ
グ
デ
ー
タ
を
使
っ
て
消
費
行
動
を

予
測
し
操
作
す
る
経
済
の
仕
組
み
は

「
監
視
資
本
主
義
」
と
呼
ば
れ
て
い
る

（
２
）。
こ
れ
は
投
票
行
動
の
誘
導
な
ど
、

政
治
の
世
界
で
も
す
で
に
威
力
を
発
揮

し
て
い
る
。

　

こ
う
し
た
予
測
や
操
作
か
ら
も
わ
か

る
よ
う
に
、
個
人
情
報
の
把
握
に
よ
っ

て
政
府
や
企
業
は
人
々
の
私
生
活
に
介

入
し
や
す
く
な
る
。
監
視
と
い
う
と
、

誰
か
が
た
だ
見
て
い
る
だ
け
と
思
い
が

ち
だ
が
、
そ
う
で
は
な
い
。
監
視
活
動
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は
、
個
人
情
報
を
把
握
し
て
い
る
側
が

何
ら
か
の
理
由
や
弱
点
を
見
つ
け
て
個

人
の
生
活
に
踏
み
込
む
こ
と
に
道
を
拓

く
。
広
範
囲
の
個
人
情
報
を
手
に
す
る

こ
と
で
、
警
察
な
ら
、
目
を
つ
け
た
人

に
決
定
的
な
犯
罪
の
証
拠
が
な
く
て

も
、
微
細
な
法
令
違
反
を
見
つ
け
て
別

件
逮
捕
し
た
り
、
保
険
会
社
な
ら
、
顧

客
に
何
ら
か
の
条
件
が
合
わ
な
い
こ
と

を
見
つ
け
て
医
療
保
険
を
支
給
し
な

か
っ
た
り
、と
い
っ
た
こ
と
が
で
き
る
。

　

Ｉ
Ｄ
カ
ー
ド
に
は
、
識
別
・
振
り
分

け
・
介
入
の
機
能
が
常
に
つ
い
て
回

る
。
さ
ら
に
常
時
携
帯
を
義
務
化
す
れ

ば
、
警
察
や
そ
の
他
の
機
関
は
い
つ
で

も
あ
な
た
を
路
上
や
公
共
施
設
で
止
め

て
、「
ち
ょ
っ
と
Ｉ
Ｄ
を
見
せ
て
く
れ

ま
せ
ん
か
」
と
聞
く
権
限
を
持
つ
こ
と

に
な
る
。
携
帯
義
務
そ
の
も
の
が
、
監

視
活
動
の
き
っ
か
け
を
提
供
す
る
。
と

な
れ
ば
、
人
々
が
権
力
者
を
監
視
す
る

の
が
民
主
主
義
の
は
ず
な
の
に
、
権
力

者
が
人
々
を
監
視
す
る
の
が
国
民
Ｉ
Ｄ

カ
ー
ド
シ
ス
テ
ム
と
言
え
る
。
ア
メ
リ

カ
、
イ
ギ
リ
ス
、
カ
ナ
ダ
な
ど
民
主
主

義
を
掲
げ
る
国
々
で
、
国
民
Ｉ
Ｄ
カ
ー

ド
が
提
案
さ
れ
な
が
ら
も
実
現
し
て
こ

な
か
っ
た
理
由
は
、
国
民
Ｉ
Ｄ
は
独
裁

者
の
監
視
手
段
と
人
々
が
考
え
て
き
た

か
ら
に
他
な
ら
な
い
。（
ち
な
み
に
上
記

の
国
々
に
は
、
戸
籍
も
住
民
票
も
な
い
。
社

会
保
険
番
号
や
社
会
保
障
番
号
は
あ
る
（
３
））

国
民
Ｉ
Ｄ
の
常
時
携
帯
に
向
け
て

　

だ
か
ら
民
主
主
義
の
日
本
で
も
、
国

民
Ｉ
Ｄ
カ
ー
ド
の
強
制
は
違
憲
の
疑
い

を
免
れ
な
い
。
そ
こ
で
、
推
進
者
た
ち

は
じ
わ
じ
わ
と
土
台
を
組
ん
で
き
た
。

一
九
九
九
年
、
住
民
基
本
台
帳
法
の
改

定
に
よ
っ
て
「
住
民
基
本
台
帳
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
」（
住
基
ネ
ッ
ト
）
の
創
設
が
決

ま
る
。
Ｉ
Ｄ
の
常
時
携
帯
義
務
化
に
期

待
を
寄
せ
る
出
雲
市
議
の
発
言
は
、
こ

の
法
改
定
直
後
の
も
の
だ
。
政
府
は
初

め
て
全
国
民
に
一
元
的
に
一
一
桁
の

「
住
民
票
コ
ー
ド
」
を
付
番
し
、
初
の

国
民
総
背
番
号
制
が
三
年
後
に
開
始
。

だ
が
、
改
定
案
は
国
会
で
強
行
採
決
さ

れ
た
か
ら
民
意
に
沿
う
と
は
い
え
な

か
っ
た
し
、
国
民
一
人
ひ
と
り
に
住
民

票
コ
ー
ド
が
通
知
さ
れ
始
め
る
と
、
実

際
に
大
き
な
反
対
運
動
が
起
き
た
。
世

論
の
警
戒
を
前
に
、
法
律
は
民
間
の
住

民
票
コ
ー
ド
利
用
を
禁
じ
た
た
め
、
推

進
派
は
住
基
ネ
ッ
ト
で
は
個
人
情
報
を

ひ
も
付
け
て
一
望
監
視
を
達
成
す
る
こ

と
は
で
き
な
か
っ
た
。
何
よ
り
任
意
取

得
の
住
基
カ
ー
ド
は
、
二
〇
〇
三
年
の

発
行
か
ら
一
二
年
経
っ
て
も
人
口
の
約

五
・
五
％ 

（
約
九
二
〇
万
枚
）
に
し
か
普

及
せ
ず
、
国
民
Ｉ
Ｄ
カ
ー
ド
に
は
程
遠

か
っ
た
。

　

そ
の
失
敗
の
上
に
、
共
通
番
号
制
度

が
登
場
す
る
。
民
主
党
連
立
政
権
下
で

練
ら
れ
た
、
課
税
と
社
会
保
障
と
災
害

対
策
に
限
っ
て
共
通
番
号
を
使
用
す
る

と
い
う
法
案
は
、
第
二
次
安
倍
政
権
下

の
二
〇
一
三
年
に
成
立
後
、
瞬
く
間
に

性
格
を
変
え
る
。
二
〇
一
六
年
一
月
の

完
全
施
行
前
に
政
府
は
民
間
利
用
を
可

能
に
す
る
改
定
法
を
成
立
さ
せ
、
さ
ら

に
Ｉ
Ｔ
戦
略
の
一
環
と
し
て
二
〇
二
〇

年
度
ま
で
に
国
民
全
員
に
カ
ー
ド
を
持

た
せ
る
、
つ
ま
り
所
有
を
強
制
す
る
こ

と
ま
で
決
定
し
た
。

　

任
意
で
は
持
つ
人
の
少
な
い
国
民
Ｉ

Ｄ
カ
ー
ド
を
、
ど
う
や
っ
た
ら
強
制
と

呼
ば
ず
に
強
制
で
き
る
か
。
マ
イ
ナ
ン

バ
ー
カ
ー
ド
を
持
ち
た
く
な
い
人
、
必

要
と
し
て
い
な
い
大
半
の
人
々
を
ど
う

す
れ
ば
申
請
す
る
よ
う
に
仕
向
け
ら
れ

る
か
。
推
進
派
の
課
題
は
こ
こ
に
あ
っ

た
と
言
っ
て
も
い
い
。

　

住
基
カ
ー
ド
で
は
、
当
初
有
料
だ
っ

た
申
請
料
金
を
自
治
体
へ
の
補
助
金
に

よ
っ
て
無
料
化
し
た
。
し
か
し
、
申
請

率
は
さ
し
て
伸
び
な
か
っ
た
。
そ
こ
で

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
で
は
、
さ
ら

に
一
歩
踏
み
込
ん
で
申
請
者
に
「
ア

メ
」
を
提
供
し
た
。
二
〇
二
〇
年
九

月
に
始
め
た
「
マ
イ
ナ
ポ
イ
ン
ト
事

業
」
で
あ
る
。
オ
ン
ラ
イ
ン
決
済
に
使

え
る
ポ
イ
ン
ト
と
し
て
、
マ
イ
ナ
ン

バ
ー
カ
ー
ド
の
新
規
取
得
で
五
〇
〇
〇

円
、
健
康
保
険
証
と
し
て
の
利
用
申
込

で
七
五
〇
〇
円
、
公
金
受
取
口
座
の
登

録
で
七
五
〇
〇
円
と
、
合
計
二
万
円
の

ア
メ
玉
は
人
を
集
め
た
。
二
〇
一
九
年

一
一
月
に
一
五
％ 

に
満
た
な
か
っ
た

カ
ー
ド
の
交
付
率
は
、
二
〇
二
三
年
六

月
ま
で
に
六
五
％
を
突
破
し
て
急
上
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昇
。
現
在
の
カ
ー
ド
保
有
率
は
人
口
の

七
四
・
八
％
に
達
し
て
い
る
と
い
う
（
総

務
省
・
二
四
年
八
月
末
）。

　

推
進
派
に
と
っ
て
幸
運
だ
っ
た
の

は
、
住
基
ネ
ッ
卜
に
反
対
が
広
が
っ
た

二
〇
年
前
と
比
べ
て
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
や
ス
マ
ー
卜
フ
ォ
ン
が
普
及
し
、
オ

ン
ラ
イ
ン
で
登
録
し
た
り
、
番
号
を

振
ら
れ
た
り
す
る
こ
と
に
人
々
は
慣

れ
、
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
で
管
理
さ
れ
る

こ
と
へ
の
抵
抗
感
も
薄
れ
た
こ
と
だ
ろ

う
。
加
え
て
、
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
で
収
入

を
失
っ
た
り
、
生
活
が
行
き
詰
ま
っ
た

り
し
て
い
る
人
た
ち
に
二
万
円
は
大
き

か
っ
た
の
か
も
し
れ
な
い
し
、
い
ず
れ

に
せ
よ
、
政
府
は
税
金
を
ば
ら
ま
い
て

人
々
に
カ
ー
ド
を
持
た
せ
た
。

誘
導
、
そ
し
て
同
意
を
強
制
す
る

　

政
府
が
何
千
万
も
の
人
に
二
万
円
ず

つ
与
え
て
カ
ー
ド
を
任
意
取
得
さ
せ
た

こ
と
は
、
強
制
で
は
な
い
が
、
純
粋
に

同
意
と
も
言
え
ず
、
誘
導
と
呼
べ
る
だ

ろ
う
。
ほ
と
ん
ど
の
人
は
Ｉ
Ｄ
カ
ー
ド

に
個
人
の
識
別
・
振
り
分
け
・
介
入
の

機
能
が
あ
る
と
は
知
ら
ず
、
ま
し
て
や

将
来
の
監
視
に
つ
な
が
る
と
は
思
い
も

せ
ず
に
カ
ー
ド
を
受
け
取
っ
た
ろ
う
か

ら
、
イ
ン
フ
ォ
ー
ム
ド
・
コ
ン
セ
ン
ト

（
十
分
に
情
報
を
提
供
さ
れ
た
上
で
の
同
意
）

だ
っ
た
か
に
は
疑
問
が
残
る
。
今
後
、

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
に
よ
る
監
視
活
動
が
実

感
さ
れ
る
よ
う
に
な
れ
ば
、
ポ
イ
ン
卜

事
業
は
政
府
の
詐
欺
行
為
と
し
て
歴
史

に
名
を
残
す
か
も
し
れ
な
い
。

　

今
年
（
二
〇
二
四
年
）
一
二
月
に
迫
っ

た
現
行
保
険
証
の
廃
止
と
マ
イ
ナ
ン

バ
ー
カ
ー
ド
へ
の
切
り
替
え
は
、
国
民

Ｉ
Ｄ
カ
ー
ド
構
想
の
強
制
性
を
さ
ら
け

出
し
て
い
る
。
保
険
証
が
使
え
な
く

な
っ
て
は
困
る
か
ら
、
人
々
は
同
意
せ

ざ
る
を
え
な
い
。
な
ぜ
保
険
証
か
ら
始

め
る
か
と
い
え
ば
、
国
民
皆
保
険
の
下

で
大
半
の
人
が
保
険
証
を
持
っ
て
い
る

か
ら
だ
ろ
う
。
何
し
ろ
出
雲
市
議
が

言
っ
た
よ
う
に
「
カ
ー
ド
は
身
分
証
の

よ
う
に
全
員
に
持
た
せ
な
け
れ
ば
成
功

し
な
い
」
と
推
進
派
は
考
え
て
い
る
。

し
か
し
そ
れ
だ
け
で
は
な
い
。

　

保
険
証
に
関
連
す
る
健
康
デ
ー
タ

は
、
民
間
利
用
を
考
え
る
と
運
転
免
許

証
や
パ
ス
ポ
ー
ト
よ
り
も
ず
っ
と
う
ま

み
が
あ
る
。
銀
行
や
保
険
会
社
は
以
前

か
ら
、
リ
ス
ク
計
算
の
た
め
に
顧
客
の

健
康
デ
ー
タ
を
欲
し
が
っ
て
い
る
。
パ

ン
デ
ミ
ッ
ク
中
、
人
々
の
ネ
ッ
ト
時
間

が
増
え
て
、
Ｉ
Ｔ
業
界
は
沸
き
に
沸
い

た
。
デ
ジ
タ
ル
化
を
推
進
す
る
食
品
宅

配
会
社
の
社
長
は
こ
う
発
言
し
て
い

る
。「
僕
ら
は
（
中
略
） 

お
客
様
が
ど
れ

ぐ
ら
い
野
菜
や
肉
、
魚
を
食
べ
て
い
る

か
知
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
の
デ
ー
タ

を
匿
名
化
し
て
行
政
の
持
つ
健
康
保
険

デ
ー
タ
を
繋
げ
れ
ば
、
食
生
活
と
健
康

の
関
係
が
あ
る
程
度
わ
か
る
よ
う
に
な

る
。
教
育
で
も
、
受
け
た
教
育
と
そ
の

後
の
収
入
の
関
係
を
追
跡
で
き
る
」（
朝

日
新
聞
デ
ジ
タ
ル
二
〇
二
〇
年
九
月

二
七
日
）

　

逆
に
言
え
ば
、
人
々
の
健
康
デ
ー
タ

を
集
め
て
商
品
を
開
発
し
、
特
定
の
個

人
に
タ
ー
ゲ
ッ
ト
を
絞
っ
て
売
り
込
む

こ
と
が
で
き
る
。
人
は
誰
で
も
健
康
で

い
た
い
し
、
特
に
病
気
の
人
は
治
る
た

め
の
出
費
を
惜
し
ま
な
い
だ
ろ
う
。
そ

う
い
う
人
間
の
弱
み
に
つ
け
こ
ん
で
、

消
費
行
動
に
向
か
わ
せ
る
の
が
監
視
資

本
主
義
な
の
だ
。

　

健
康
デ
ー
タ
は
最
も
秘
匿
性
の
高
い

セ
ン
シ
テ
ィ
ブ
情
報
と
し
て
扱
わ
れ
て

き
た
。
日
々
の
仕
事
や
人
間
関
係
に
影

響
を
与
え
、
自
分
や
家
族
の
病
気
を
知

ら
れ
た
こ
と
で
差
別
を
受
け
る
こ
と
も

あ
る
。
本
来
最
も
私
的
に
と
ど
め
て
お

く
べ
き
個
人
情
報
か
ら
、
政
府
が
手
を

つ
け
る
こ
と
は
、
経
済
界
か
ら
の
「
推

し
」に
応
え
る
行
為
で
も
あ
る
は
ず
だ
。

む
す
び
に
か
え
て

　—

ネ
ッ
ト
に
満
ち
る
同
意
の
強
制

　

フ
ラ
ン
ス
の
哲
学
者
ミ
シ
ェ
ル
・

フ
ー
コ
ー
は
近
代
の
政
治
形
態
を
「
生

–

権
力
」
と
呼
ん
だ
。
国
家
は
国
民
の

生
活
に
介
入
し
、
医
療
や
福
祉
や
教
育

を
与
え
て
生
か
す
こ
と
で
、
国
力
の
増

大
に
努
め
る
。
中
山
太
郎
氏
が
「
一
億

総
背
番
号
」で
描
い
た
ユ
ー
ト
ピ
ア
は
、

ま
さ
に
こ
の
生–

権
力
か
も
し
れ
な
い
。

し
か
し
ユ
ー
ト
ピ
ア
に
向
か
っ
て
い
る

は
ず
の
道
程
を
振
り
返
っ
て
み
れ
ば
、

非
民
主
的
な
強
行
採
決
と
詐
欺
ま
が
い
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の
誘
導
と
剥
き
出
し
の
強
制
が
交
差
す

る
。

　

イ
タ
リ
ア
の
思
想
家
ア
ン
卜
ニ
オ
・

グ
ラ
ム
シ
は
国
家
が
強
制
だ
け
で
な

く
、
人
々
の
同
意
を
取
り
付
け
な
が
ら

権
力
を
拡
大
す
る
こ
と
を
指
摘
し
た
。

総
務
省
や
デ
ジ
タ
ル
庁
は
、
ど
う
や
っ

て
人
々
に
同
意
を
強
制
す
る
か
に
焦
点

を
絞
っ
て
、
国
民
Ｉ
Ｄ
カ
ー
ド
作
戦
を

展
開
し
て
い
る
。
そ
も
そ
も
政
府
が
押

し
付
け
た
番
号
を
、
あ
た
か
も
自
分
の

も
の
で
あ
る
か
の
よ
う
に
「
マ
イ
ナ
ン

バ
ー
」
と
呼
ば
せ
る
こ
と
自
体
に
、
同

意
の
強
制
が
潜
ん
で
は
い
な
い
か
。
同

意
を
強
制
す
る
と
い
う
の
は
、
な
ん
と

タ
チ
の
悪
い
手
法
だ
ろ
う
。

　

が
、
政
府
だ
け
で
は
な
い
。
気
づ
け

ば
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
世
界
に
は
、
同

意
の
強
制
が
満
ち
満
ち
て
い
る
。
ネ
ッ

ト
会
社
の
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
（
侵
害
）
規

定
に
同
意
し
な
け
れ
ば
、
ア
プ
リ
が
ダ

ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
な
い
。
個
人
情
報
を

登
録
し
な
け
れ
ば
、
サ
ー
ビ
ス
が
受
け

ら
れ
な
い
。
規
定
の
フ
ォ
ー
マ
ッ
ト
に

沿
わ
な
け
れ
ば
、
先
に
進
め
な
い
。
う

ま
く
い
か
ず
に
問
い
合
わ
せ
た
く
て

も
、
会
社
の
電
話
番
号
が
見
つ
か
ら
な

い
。
双
方
向
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が

売
り
だ
っ
た
は
ず
の
ネ
ッ
ト
は
、
い
つ

の
間
に
か
利
用
者
の
行
動
を
細
か
に
制

限
し
、
操
作
し
て
い
る
。

　
「
本
人
確
認
」
と
呼
ば
れ
る
行
為
に
、

識
別
・
振
り
分
け
・
介
入
が
含
ま
れ
て

い
る
こ
と
、
強
制
的
な
同
意
と
い
う
カ

ラ
ク
リ
に
気
づ
く
こ
と
は
今
後
、
マ
イ

ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
に
よ
っ
て
監
視
社
会

化
が
進
む
こ
と
を
防
ぐ
た
め
に
欠
か
せ

な
い
。
目
に
見
え
な
い
デ
ジ
タ
ル
技
術

と
民
意
の
操
作
、
誘
導
、
そ
し
て
同
意

の
強
制
は
相
性
が
い
い
の
だ
。
こ
れ
が

個
人
の
自
由
な
意
思
決
定
を
前
提
と
す

る
民
主
主
義
を
脅
か
す
こ
と
は
い
う
ま

で
も
な
い
。
そ
し
て
社
会
的
な
弱
者
に

対
す
る
差
別
や
排
除
と
も
容
易
に
結
び

つ
く
こ
と
は
、
保
険
証
の
一
方
的
な
廃

止
が
何
よ
り
示
し
て
い
る
。

☆
訂
正
と
お
詫
び

本
紙
58
号
二
ペ
ー
ジ
の
表
中
、
四
段
目

名
張
事
件
の
被
告
名
欄
に
奥
西
勝
さ
ん

の
死
亡
年
を
一
九
八
九
年
と
誤
記
し
ま

し
た
。
正
し
く
は
判
決
欄
に
あ
る
よ
う

に
二
〇
一
五
年
で
す
。
訂
正
し
お
詫
び

い
た
し
ま
す
。（W

eb

版
で
は
訂
正
済

み
）

注（
１
）
デ
イ
ヴ
ィ
ッ
ド
・
ラ
イ
ア
ン
『
監

視
ス
タ
デ
ィ
ー
ズ
「
見
る
こ
と
」「
見

ら
れ
る
こ
と
」
の
社
会
理
論
』
田
島
泰

彦
・
小
笠
原
み
ど
り
訳
、
岩
波
書
店
、

二
〇
一
一
年

（
２
）
シ
ョ
シ
ャ
ナ
・
ズ
ボ
フ
『
監
視
資

本
主
義　

人
類
の
未
来
を
賭
け
た
闘
い
』

野
中
香
方
子
訳
、
東
洋
経
済
新
報
社
、

二
〇
二
一
年

（
３
）
田
島
泰
彦
・
石
村
耕
治
・
白
石
孝
・

水
永
誠
二
編
『
共
通
番
号
制
度
の
カ
ラ

ク
リ　

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
で
公
平
・
公
正

な
社
会
に
な
る
の
か
？
』
現
代
人
文
社
、

二
〇
一
二
年


